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１．はじめに

　 ま ず、 国 際 陸 上 競 技 連 盟（International 

Association of Athletics Federations: IAAF）に

おけるキッズアスレティックス（Kids’ athletics）

の位置づけについて概要をまとめたい。IAAF は、

将来有望な競技者を育成するために、成人の競技者

モデルとは一線を画した子ども向けの運動プログラ

ムを作成するために 2001 年にワーキンググループ

を発足した。この背景には、子どもの発育発達に合

わせた運動プログラムが必要であること、LTAD（Long 

Term Athletes Development）モデルに示されてい

るように早期専門化を防ぎ、将来の可能性を広げて

おくことなどがあげられる。さらに、運動プログラ

ムを作成するにあたり次の内容を考慮することも重

要な課題であった。

・子どもたちに魅力的な陸上競技を提供する

・子どもたちができる陸上競技を提供する

・子どもたちに教育的な陸上競技を提供する

　これらの内容を踏まえ、作成された子ども向けの

運動プログラムがキッズアスレティックスである。

キッズアスレティックスは、陸上競技の「走・跳・

投」運動を根幹としながら、身体リテラシーの向上

を図ることを目的としたプログラムでもある。現在

までに 134 の加盟団体で展開されており、1300 万

人にそのプログラムが紹介され、実施されている

（IAAF KIDS'ATHLETICS）。また、2005 年には国際陸

上競技連盟指導者教育認証システム（IAAF-Coaches 

Education and Certification System: CECS）のカ

リキュラムにキッズアスレティックスが導入され、

全世界の国や地域で実施されている国際コーチ講習

会でも教授されており、指導者に対する普及も行わ

れている。

　今回の特集テーマのキーワードである「身体リテ

ラシー」について、本稿では、キッズアスレティッ

クスの実践と身体リテラシーの関係性について、日

本におけるキッズアスレティックスの実践から得

られる示唆、そして、世界におけるキッズアスレ

ティックスを用いた研究を紹介しながら、キッズア

スレティックスにおいてどのように身体リテラシー

が扱われているのかについて述べていきたい。なお、

キッズアスレティックスの詳細なプログラム内容に

ついては、実践ガイド（Gozzoli et al., 2006a；

Gozzoli et al., 2006b）が作成されており、詳述

されているので、そちらをご覧いただきたい。

２．キッズアスレティックスのコンセプト

　IAAF は 2005 年に 7 〜 15 歳の子どもたちに向け

た指針を策定している。その指針では 2つの課題が

あげられている。1）陸上競技を世界中の学校にお

いて最も実施されるイベントにする、2）世界中の

子どもたちが最も効果的に陸上競技に対して将来に

備えることができるようにする、である。そして、

それらの課題を解決する手段のひとつとしてキッズ

写真 1．IAAF Kids’ Athletics において推奨されて

いる用具一式
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アスレティックスがあげられている。では、キッズ

アスレティックスの特徴はどのようなところにある

のであろうか。IAAF は以下のコンセプトをもって、

キッズアスレティックスを推奨している。

・多くの子どもたちが同時に活動できる

・多様で基本的な運動が経験できる

・強い子どもや速い子どもだけでなく、結果に貢献

できる

・年齢によって多様なスキルが要求され、コーディ

ネーション能力も求められる

・子ども達に適した陸上競技であり、アドベン

チャーの要素が含まれている

・種目の採点が簡単であり、チームの順位を基本と

する

・アシスタントやジャッジがほとんどいらない

・キッズアスレティックスは、男女混合でチームイ

ベントとして行う

これらに加えて、様々な場所（競技場、体育館、公

園など）で実施できること、健康、教育、自己実現

などの育成に有益であることが強調されている。す

なわち、キッズアスレティックスは、運動スキルの

獲得だけでなく、心理的および社会的側面にも影響

を及ぼし、身体リテラシーも高まると考えられてい

る。また、キッズアスレティックスは、写真 1の用

具を推奨しているものの、実際に使用する用具は安

全であれば、用具を限定的にする必要はない。例え

ば、写真 2は枯れ草を利用したハードル走である。

３．キッズアスレティックスにおける身体リテラ

シー

　 身 体 リ テ ラ シ ー の 定 義 に お い て は、

International Physical Literacy Association が

採用している「人生において身体活動の価値を尊重

し、責任をもって関与するための動機づけと自信、

運動有能感および知識と理解」が一般的である。さ

らに、付け加えると、身体活動を意欲的に行えると

いった心理的側面、あるいは仲間と協調したりコ

ミュニケートしたりできる社会的側面の能力の獲得

も意味している。そして、伊藤ほか（2010）は、身

体リテラシーが LTAD の基盤を築いており、幼少年

期に身体活動の基礎が形成されてこそ、競技者育成

につながることも示している。

　IAAF が定める競技者の発達段階ステージ

（Thompson, 2009: 図 1）が示されている箇所を読ん

でみると、ステージ 1（Kids’ Athletics）および 2

写真 2．枯れ草を利用したハードル走（アフリカン

バリアー）

 （Thompson P. J. L., 2009 から抜粋）

図 1．競技者の発達過程のステージ（Thompson P. J. L., 2009 を著者改変）
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（Multi-Events）において身体リテラシーの記述が

ある。ステージ 1では、様々な運動による身体の気

づきや目覚めが重要視されている。図 2に示した通

り、Thompson（2009）は、身体リテラシーを次の式

で表している。

　「身体リテラシー＝基本的スキルの ABC's + 競技

者の ABC's + KGB's + CKS」

　ここでは、基本的な運動動作および陸上競技の基

本動作に加えて、KGB’s と CKS が示しているように、

陸上競技に直接的に関与しない運動動作である蹴る

や滑る、浮くなども身体リテラシーを形成する要素

であることが示されている。そして、これらの動作

の獲得において重要なこととして、遊びの中で、あ

るいは、競争の中でそれらの能力を獲得できると考 

えられていることである。そのため、特に 6 〜 9

歳までの年齢においては、身体的、社会的、心理

的、そして、技術的に未発達の場合は、次のス

テージへの準備が整うまで、ステージ 1、すなわ

ち、キッズアスレティックスを継続するべきであ

るとしている。次に、ステージ 2 では、様々な種

目を通して、トレーニングの方法や陸上競技にお

けるスキルを学ぶことが目的とされている。この

ステージでは、陸上競技のすべての種目を経験す

ることを意図している。さらに、競技力を下支え

する 5Cs（意思疎通、責任、統制、自信、集中；

Communication, Commitment, Control, Confidence 

and Concentration）を学び、心理的および社会的

側面における発達についての重要性も示されてい

る。なお、直接的に身体リテラシーに触れられては

いないが、ステージ 3（Event Group Development）

では、素晴らしい身体リテラシーを身に付けている

からこそ、混成種目において高いパフォーマンスを

発揮できるとしている。そして、このステージ 3に

おいても、まだ専門化は早く、自身が専門としてい

る種目を答えるときには「800m 走者」ではなく「ラ

ンナー」、「やり投競技者」ではなく「投てき競技者」、

「三段跳競技者」ではなく「跳躍競技者」とすべき

であるとし、様々な競技種目を経験することを推奨

している。

　これらのステージの選択に関して、Thompson

（2009）は、競技者育成のためのステージ決定モデ

ルのチェックシートを作成している（図 3）。いず

れの年齢においても、基本的スキルが習得されてい

ない場合や競技年数が 2年未満である場合は、キッ

ズアスレティックス（ステージ 1）から行うとする

ステージ選択のフローチャートが示すように、身体

リテラシーの重要性を改めて認識できよう。すなわ

ち、キッズアスレティックスを通して獲得できる

身体リテラシーによって競技力向上に繋がるとと

もに、生涯スポーツを楽しむというライフスタイル

への影響も合わせもっていることが改めて理解でき

る。

４．キッズアスレティックスを用いた身体リテラ

シーの育成

　キッズアスレティックスにおいて身体リテラシー

の育成はどのようになされているのであろうか。

世界のキッズアスレティックスに関する論文はい

くつか散見されるが、多くはない（Bensikaddour 

et al., 2015a；Bensikaddour et al., 2015b；

Calik et al., 2018；Haslofca, 2018；Petros 

et al., 2016；Willweber, 2016）。Bensikaddour 

et al.（2015a）、Bensikaddour et al.（2015b）と 

Willweber T.（2016）はキッズアスレティックスに

よる学校授業への介入が運動パフォーマンスに及

図 2．Introduction to Coaching: The Official IAAF Guide to Coaching Athletics.

（Thompson P. J. L., 2009）で示されている身体リテラシーの概念
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ぼす影響について検証している。Bensikaddour et 

al.（2015a）と Bensikaddour et al.（2015b）は、

45 分の授業を週 2日 12 週間、Willweber T.（2016）

は、60 分の授業を週 2 日 9 か月間実践し、いずれ

の研究においても、キッズアスレティックスを実

践する群と一般的な授業形態で行う群とに分けて

実践している。結果として、50m 走、走幅跳、砲丸

投（1kg）、持久走（1000m）の運動パフォーマンス

の向上と、立幅跳、握力、シャトルラン（4 × 10m

走）などの体力テストの結果が有意に向上したこと

を報告している。しかしながら、これらの先行研究

は運動パフォーマンスへの影響についてのみ検証を

行っており、身体リテラシーへの影響、すなわち、

基本的運動スキル、心理的および社会的側面に関す

る能力の検証までには至っていない。一方、Calik 

et al.（2018）と Petros et al.（2016）は週 2～

3 日、45 〜 60 分の授業を 12 〜 14 週間実施し、運

動パフォーマンスだけでなく、自己実現、自尊感情

および自己決定などの心理的要因について、さらに

は、学業成績についても検証を行っている。結果と

して Calik et al.（2018）は、キッズアスレティッ

クスを実践した介入群において運動パフォーマンス

の向上だけでなく、基本的自尊感情および総合的な

自尊感情が高まり、体育・スポーツ、音楽、母国語、

外国語の学業成績も向上したことを報告している。

また、Petros et al.（2016）は、同じく、運動パフォー

マンスが向上したと報告し、この向上には、内発的

動機づけ、努力観、自己決定などの心理的要因の向

上による影響が大きいと報告している。これらのこ

とを勘案すると、キッズアスレティックスは身体リ

テラシーにおける基本的運動スキルの習得および内

発的動機づけなどのモチベーションの向上に非常に

有益であることが考えられる。しかしながら、身体

リテラシーの評価については、十分であるとはいえ

ない。身体リテラシーの評価については、Healthy 

Active Living and Obesity Research Group（2013）

が提唱している評価方法がある。これは、運動有能

感（7項目）、日々の行動（3項目）、知識と理解（10

項目）、そして、動機づけと自信（5 項目）の 4 区

分の 25 項目によって詳細に評価され、合計得点が

身体リテラシーの得点となるものである。しかし、

この評価方法は項目が多く、実測データも必要とし

ていることから実用性に乏しいことも考えられる。

今後はこの評価表を用いた実証研究が蓄積されるこ

とで、キッズアスレティックスが身体リテラシーに

及ぼす影響についての検証も可能となるであろう。

　なお、キッズアスレティックスは何ら特別な専門

的指導を行っているというわけではない。プログ

ラム内容は実践ガイド（Gozzoli et al., 2006a；

Gozzoli et al., 2006b）に詳述されているが、あ

くまで走・跳・投を用いた基本的な運動遊びにほか

ならない。上述した Petros et al.（2016）の研究

における基礎的および専門的トレーニングの割合

は、キッズアスレティックス群が基礎的トレーニ

ングを 50%、専門的トレーニングを 10%、ゲーム的

競争を 40% 実施し、一方で、コントロール群では、

図 3．競技者育成のためのステージ決定モデルのチェックシート（Thompson P. J. L.,2009 を著者改変）
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それらの割合が 10%、80%、10% であった。そして、

Willweber T.（2016）はトレーニング量について、

一般的トレーニングと専門的トレーニングの割合

は、70-80% 対 30-20% 程度で十分であり、専門的ト

レーニングは早期に開始する必要はないとの見解を

示している。ここで、Petros et al.（2016）が示す、

キッズアスレティックスと一般的な授業形態の違い

をまとめると、表 1のようになる。これは、上述し

たキッズアスレティックスのコンセプトを反映した

ものであるが、これがまさにキッズアスレティック

スの特徴である。すなわち、自主性、主体性が尊重

され自己決定によって進展していくこと、チームイ

ベントであるために社会性が求められること、そし

て、競争による挑戦的な要素が中心となって盛り

込まれていることである。キッズアスレティック

スのチームイベントの代表的なプログラムとして、

Fomula 1 があげられる（図 4）。簡単に言えば、障

害物競走リレーであるが、子ども達が自らコースや

運動課題（障害）を考えることにキッズアスレティッ

クスの意味がある。図は、一例であるが、距離や運

動課題は対象者のレベルに合わせて無数に変化させ

ることができ、汎用性は非常に高い競争イベントで

ある。

　日本においては、直接的にキッズアスレティック

スにおける身体リテラシーに焦点を当てて研究した

ものは存在しない。しかし、森ほか（印刷中）は小

学 3〜 5年生を対象にキッズアスレティックスを通

して感じた自身の運動に関する意識について、また、

子どもたちのキッズアスレティックスに対する評価

について調査し、今後の指導に対する方策を検討し

表 1．キッズアスレティックスと一般的な指導方法の特徴

図 4．IAAF Kids’ Athletics における Formula one の概要図（Gozzoli et al.2006a を著者改変）
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ている。キッズアスレティックスで経験した走・跳・

投のそれぞれの種目における自身に対する肯定感か

ら、特に、男子の高学年の児童や女子児童のモチベー

ションを上げる必要があることを報告している。ま

た、キッズアスレティックスを通して経験した種目

において、男子では最も楽しかった種目に偏りが生

じていたこと（「投げる」が 56 〜 59％）や、最も

難しいと感じた種目に男女差があったこと（男子で

は「跳ぶ」、女子では「投げる」）などから、対象に

よって難易度を変えることや、子ども達の運動欲求

を引き出す必要性があることを述べている。

　これまで述べてきたように、キッズアスレティッ

クスの実践による身体リテラシーの育成は子ども達

の主体性が重要であるといえる。そのため、キッズ

アスレティックスの実践において重要となるのが、

指導者と子ども達との関わり方があげられる。子ど

も達の主体的な運動は、想像以上に子ども達の身体

的、社会的、心理的発達に好影響を与えることが考

えられる。しかし、そこには子ども達だけでは気づ

けない安全面の配慮や過度な運動量の抑制など、指

導者の支えがあるに他ならない。指導者のサポート

は必要不可欠であり、関与や干渉を必要としていな

いわけではない。IAAF の CECS のカリキュラムにも

キッズアスレティックスが導入されている通り、そ

の必要性は明白であり、子ども達の身体リテラシー

を育成していく上で、指導者の育成も急務である。

５．今後の展望

　日本においてキッズアスレティックスが紹介され

たのは 2007 年である。その後、2012 年にはこの活

動に特化した法人が設立され現在に至っているもの

の、未だ普及途中であるといえる。一方で世界では、

特にオーストラリアが先進的役割を担っているよう

である。オーストラリア陸連はキッズアスレティッ

クスをもとにした教師およびコーチ向けのマニュア

ル（Athletics Australia, 2016）を作成している。

このマニュアルは、初級・中級・上級とトレーニン

グ年数によって分けられており、そして、レッスン

1 〜 7 までを例示し、各レッスンに 5 〜 6 種目の運

動プログラムを示している。そして、1 つのレッス

ンの時間を 45 分間に設定し、ウォーミングアップ

からクーリングダウンまで記載した指導案も例示さ

れている。さらには、各レッスンの評価方法につい

ても記述してあり、授業やスポーツクラブなど様々

な場面で活用できるようにし、全国的に展開してい

る。日本においても、キッズアスレティックスその

ものの普及はもちろんのこと、指導者の育成が求め

られよう。そして、子ども期における身体リテラシー

の育成が、成人期での競技力やその後のライフスタ

イルでのスポーツ活動にトラッキングすることを理

解し、推進していく必要がある。

　日本陸上競技連盟は、2018 年に日本版 LTAD モデ

ルによる競技者育成指針を策定した。この指針で身

体リテラシーが取り上げられたことは、競技者育成

における発達段階で最も重視すべき能力であること

から必然であったといえる。そして、その競技者育

成指針の中軸となる概念を支えるプログラムとして

キッズアスレティックスは存在していると考えられ

るのではないだろうか。身体リテラシーを育成する

ために、幼少年期における基礎的かつ多様な運動経

験を豊富に経験するためのツールとして、キッズア

スレティックスが展開されていくことを期待した

い。
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